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【新規に作業を開始する】

パーツ作成において、新規に作業を開始する方法は主に以下の2つ
の方法がありますが、本書では「方法2」で行います。

・方法1

「SOLIDWORKSへようこそ」→「部品」をクリックします。

・方法2

「新規」→「部品」をＷクリックします。

作業の開始
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2.1



１．デスクトップの「SolidWorks 2019」
アイコンをＷクリックします。

２．「起動時に表示しない」にチェック
を付け、ダイアログは閉じます。

※この操作は1度だけです。

３．「新規」→「部品」をＷクリックしま
す。

４．ツリーから、「正面」をクリックしま
す。

５．ショートカットの「スケッチ」をクリッ
クします。

※この状態を「スケッチ環境」と呼びます。

新規作成_手順①
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2.1



【既存のファイルを開いて作業を開始する】

パーツ作成において、既存のファイルを開いて作業を開始する方法
は主に以下の2つの方法がありますが、本書では「方法2」で行います。

・方法1

「SOLIDWORKSへようこそ」→「開く」をクリックします。

・方法2

「開く」→フォルダを指定してパーツファイルをＷクリックします。

5

作業の開始2.1



１．「開く」をクリックします。

２．“第2章_基本操作“フォルダから
「TEST PLATE.sldprt」をＷクリック
します。

※前項（新規作成）で作成したものです。

３．左図、面をクリックします。

４．「スケッチ」をクリックします。

５．「円」をクリックします。
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開く_手順①2.1



【要素の選択】

スケッチ作成時に要素を選択する必要がでてきます。例えば削除す
る場合などです。要素をひとつずつ選択する方法と複数選択する方法
があります。

・単一選択

要素をクリックします。

・複数選択

Ctrlキーを押しながら、続けて要素を選択します。

・窓選択

要素の左側から長方形を描くようにドラッグします。

・交差選択

要素の右側から長方形を描くようにドラッグします。
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スケッチの操作3.2



【幾何拘束の付け方①】

幾何拘束の付け方には、いくつか方法があります。本書では[方法1]
または、[方法2]で行います。直線と円に「正接」拘束を付加する例で確
認してみましょう。

・方法1
Ctrlキーを押しながら要素を選択し、ショートカットアイコンから拘束をクリックします。

Ctrlキー+直線をクリック 円をクリック 正接をクリック

・方法2
Ctrlキーを押しながら要素を選択し、プロパティウィンドウから拘束をクリックします。

Ctrlキー+直線をクリック 円をクリック 正接をクリック

・方法3
「幾何拘束の追加」をクリックして、要素を選択し、拘束をクリックします。

幾何拘束の追加をクリック 直線と円をクリック 正接をクリック
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スケッチ拘束3.3



【寸法拘束の付け方】

寸法拘束は要素を選択し、少し移動させたところでクリックして値を
入力します。

1. スマート寸法をクリックします。

2. 要素をクリックします。

3. 少しマウスを移動させクリックします。

4. 寸法編集ダイアログに値を入力し、ＯＫします。
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スケッチ拘束3.3



10

【練習方法】

ここまで説明してきた内容を実際に練習しながら確認してみましょう。
練習の方法は基本的に手順を確認しながら進めてください。すべての
練習は“スケッチ環境”から行いますので、P.19、P.20を再確認してお
いてください。スケッチ練習-1～4は、手順内のイメージに近い形を描
いてください。ただ、イメージが思うように描けない場合は付属のデー
タを開いて進めてください。この場合はP.51の方法でスケッチ環境にし
てください。

ここでは以下の内容について行います。

■作成コマンド・・・直線、矩形、円、円弧

（説明ページ P.36）

■修正コマンド・・・エンティティのトリム、スケッチ延長

（説明ページ P.36）

■幾何拘束 ・・・・・一致、同一線上、平行、水平、鉛直、垂直、

正接、対称、等しい値、同心円

（説明ページ P.40）

■寸法拘束 ・・・・・水平・垂直、角度、傾斜、直径、半径

（説明ページ P.44)

■その他・・・・・・・完全定義の確認

（説明ページ P.48）

※作成コマンドの“円”についてはP.26～27を、幾何拘束の“同心円”については
P.90を参照してください。

スケッチの練習3.4



１．「線分」コマンドを使って左図のよう
に描きます。

※付属のデータ：スケッチ練習-1.sldprt

※原点に一致させないでください。

２．下の線をクリックします。

※中点はクリックしないように注意
してください。

３．Ctrlキーを押しながら、上の線を
クリックします。

４．ショートカットまたは、プロパティパ
ネルの「水平」をクリックします。

※Escキーを押してください。

５．左の線をクリックします。

スケッチ練習-1_手順①3.4
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【プロパティ】
“押し出し”では、フィーチャを作成するための様々な設定を行います。

入門編で知っておいていただきたい主な設定について説明します。こ
れは他のフィーチャ作成の基本にもなりますので、覚えましょう。

・開始位置：フィーチャ作成の開始位置を決める
ことができます。指定しない場合、作成したスケッチ
が開始位置となります。

［スケッチ平面］ ［オフセット］

・方向：方向では作成の向きや押し出し量をどのくらい、
どこまで作成するかを決めます。右図の矢印をクリックすると
向きを変えることができます。

［規定（正）の方向］ ［反対（負）の方向］

押し出しフィーチャ4.1
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押し出しフィーチャの練習_手順①

１．「部品」をＷクリックします。

２．ツリーの「正面」をクリックします。

３．「スケッチ」をクリックします。

４．「中心点ストレート スロット」をク
リックします。

５．「原点」をクリックします。

4.2
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【スケッチ編集】

3Dモデルは基本的に、スケッチとフィーチャの組み合わせで作成さ
れます。形状の変更や修正は、どちらかの編集で行います。ここでは
スケッチの編集について見ていきましょう。

[スケッチ編集の流れ]

1. ツリーのフィーチャ名で右クリック（又はクリック）し、「スケッチ編集」
を選択します。

2. 寸法を変更したり、スケッチを書き換えます。.

3 「再構築」をクリックします。

スケッチを編集する5.2

参照データ：スケッチ編集.sldprt
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スケッチ編集の練習_手順①

１．“第5章_編集”フォルダから「スケッ
チ編集.sldprt」を開きます。

２．ツリーの“ボス-押し出し1”で右ク
リックし、「スケッチ編集」を選択し
ます。

３．寸法50をＷクリックし、「100」に変
更してＯＫします。

４．左図のようになりました。

５．「直線」をクリックします。

5.2
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【フィーチャ編集】

形状の変更や修正を行う際、スケッチでは変更や修正ができない場
合はフィーチャの編集になります。厚みや高さ、深さ、方向などがそれ
になります。

[フィーチャ編集の流れ]

1. ツリーのフィーチャ名で右クリックし、「フィーチャ編集」を選択します。

2. 値を変えたり、、、

3. 方向をや範囲を変更することができます。

※SolidWorksは形状を追加する場合と、カットする場合では使用するコマンドが違
うため編集では行えません。

フィーチャを編集する5.3

参照データ：フィーチャ編集.sldprt
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フィーチャ編集の練習_手順①

１．“第5章_編集”フォルダから「フィー
チャ編集.sldprt」を開きます。

２．ツリーの“ボス-押し出し1”で右ク
リックし、「フィーチャ編集」を選択
します。

３．距離の値を「30」に変更し、ＯＫし
ます。

４．左図のようになりました。

５．“ボス-押し出し2”で右クリックして
「フィーチャ編集」を選択します。

5.3



１．“正面”に原点が右下になるように、
横「100」、縦「80」の長方形を描き
ます。

※矩形コーナーを使います。

２．押し出し ボス/ベースで以下のよ
うに設定してＯＫします。

押し出し状態：ブラインド

値：10

※「課題-1」で保存してください。

３．左図面を選択して「スケッチ」を
クリックします。

４．“矩形コーナー“を使って矩形を描
きます。幾何拘束と寸法拘束を追
加します。

※完全定義を確認してください。

５．“押し出しカット“します。以下のよ
うに設定してＯＫします。

押し出し状態：次サーフェスまで

モデリング例①6.2
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